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臨時株主総会の開催及び付議議案の決定に関するお知らせ 

 
当社は、平成 22 年 5 月 18 日付「臨時株主総会招集のための基準日設定に関するお知らせ」にて平成 22 年

6 月 10 日(木曜日)を基準日と定め、臨時株主総会を開催する予定であることをお知らせいたしましたが、本

日開催の取締役会において、臨時株主総会の開催及び付議議案について決議いたしましたので、下記のとお

りお知らせいたします。 
敬具 

記 
1. 日 時  平成 22年 9月 3日（金曜日）午前 10時 

2. 場 所     東京都渋谷区桜丘町 26番１号 

   セルリアンタワー東急ホテル 39 階「セレステ」 

3. 臨 時 株 主 総 会 付 議 議 案  

 

決議事項 

第１号議案 定款一部変更の件 

１．変更の理由 

（１）変更案第 2条 7は、LED 事業等の環境関連分野への本格参入を念頭に事業目的を追加するもの

であります。 

（２）変更案第 3 条は、経営における迅速な判断及び業務の効率化を図るため、本店の所在地を東

京都港区に変更するものであります。 

（３）変更案第 5 条は、機動的な資本政策を行える状態を維持しておくために、当社の発行可能株

式の総数を変更するものであります。 

（４）上記のほか、条文の新設に伴う条数変更を行うものであります。 

 

２．変更の内容 

変更の内容は次のとおりであります。 

 （変更箇所には下線を記載しています。） 

現行 変更案 



 

【目的】 
第２条  
1.～6.（条文省略）  

（新 設） 
 

7.～8.（条文省略） 
 

【目的】 
第２条  
1.～6.（現行どおり） 
7. LED 照明及びその部品等の販売、据付並び

にメンテナンス業務 
8.～9.（条文省略） 
 

【本店の所在地】 
第３条 当会社は、本店を神奈川県横浜市に置

く。 

【本店の所在地】 
第３条 当会社は、本店を東京都港区に置く。 

【発行可能株式数】 
第５条 当会社の発行可能株式数は、100,000
株とする。 

【発行可能株式数】 
第５条 当会社の発行可能株式数は、200,000
株とする。 

 ※当社の平成 22年 7月 15 日現在の発行済株式総数は50,623 株 

 

 第 2号議案 第三者割当による募集株式（普通株式）発行の件 

（詳細は、本日付「第三者割当による募集株式、転換社債型新株予約権付社債および新株予約権

の発行に関するお知らせ」をご参照ください。） 

今回の新株式の発行は有利発行ではございませんが、25％以上の大規模な希薄化を伴うものであ

るため株式会社名古屋証券取引所の定める適時開示等規則第34条に規定される独立第三者からの

意見入手又は株主の意思確認手続きを必要とすることにより株主総会に諮るものです。 

 

第 3号議案 第三者割当による転換社債型新株予約権付社債発行の件 

（詳細は、本日付「第三者割当による募集株式、転換社債型新株予約権付社債および新株予約権

の発行に関するお知らせ」をご参照ください。） 

今回の新株式の発行、転換社債型新株予約権付社債の発行および新株予約権の発行は有利発行で

はございませんが、25％以上の大規模な希薄化を伴うものであるため株式会社名古屋証券取引所

の定める適時開示等規則第34条に規定される独立第三者からの意見入手又は株主の意思確認手続

きを必要とすることにより株主総会に諮るものです。 

 

第 4号議案 第三者割当による新株予約権発行の件 

（詳細は、本日付「第三者割当による募集株式、転換社債型新株予約権付社債および新株予約権

の発行に関するお知らせ」をご参照ください。） 

今回の新株式の発行、転換社債型新株予約権付社債の発行および新株予約権の発行は有利発行で

はございませんが、25％以上の大規模な希薄化を伴うものであるため株式会社名古屋証券取引所

の定める適時開示等規則第34条に規定される独立第三者からの意見入手又は株主の意思確認手続

きを必要とすることにより株主総会に諮るものです。 

 

第 5号議案 取締役 3名選任の件 

管理担当取締役島田令三氏の辞任に対する管理担当取締役の補充及び社外取締役の北島尚樹氏並

びに田村俊隆氏の両名の本総会終結時における辞任予定により新たに取締役 3 名の選任をお願い



 

するものであります。溝邉乃利雄氏並びに守田俊彦氏の両名は、広範な人脈を持ち LED 事業に関

する高い実績とノウハウを保有しており今後の当社 LED 事業強化に貢献いただきます。また、北

山智康氏は、財務管理に対する高い知見・ノウハウを保有しており当社財務基盤・財務戦略を担

当し管理面で強化を図ります。なお、取締役候補者の任期は当社定款の定めにより、在任取締役

の任期の満了する時までとなります。 

取締役候補者は、次のとおりであります。 

候補

番号 

氏   名 

（生年月日） 
略歴・地位・担当並びに重要な兼職の状況 

所有する 

当社株式数 

1 

溝 邉 乃 利 雄 

(昭和37年10月５日生) 

※ 

昭和62年４月 日東化成㈱入社 
平成３年２月 ㈱大成広告社入社 
平成８年５月 ㈲グルーブ・アシスト設立 
       同社代表取締役就任 
平成12年２月 ㈲ビート設立 同社代表取 
       締役就任（兼任） 
平成14年４月 ㈱ビートに組織変更 同社 

        代表取締役就任（現任） 
 平成15年７月 ㈲グルーブ・アシストを㈱アド

フォーラムに組織変更 同社取
締役就任（代表取締役辞任） 

 平成22年３月 ㈱ファーストテクノス取締役就
任（現任） 

 平成22年４月 ㈱スタートライン取締役就任
（現任） 

 平成22年４月 ㈱アトシア取締役就任（現任） 

15,000株 

2 

守 田 俊 彦 

(昭和29年８月１日生) 

※ 

昭和52年４月 ㈱サンチェーン（現 ㈱ローソ  
ン）入社 

昭和59年３月 ㈱安心センター代表取締役就任 
平成元年６月 日本トータルネットワーク㈱専

務取締役就任 
平成13年１月 ㈱フラッシュ代表取締役就任 
平成16年５月 日本エーエム㈱代表取締役就任

（現任） 
平成17年４月 学校法人ＩＬＰ萩原学園理事長

就任（現任） 

－ 

3 

 

北 山 智 康 

（昭和 40 年 12 月 11日生） 

※ 

平成元年４月 ㈱日本債権信用銀行入行（現・あ

おぞら銀行）同行本店営業第６部 

       大手総合商社、流通、通信企業の

法人営業全般を担当 

平成４年４月 同行事業室 関連ノンバンク再建

支援のための企画業務担当 

平成７年９月 （財）ベンチャーエンタープライ

ズセンター出向 

       債務保証案件の審査等担当 

平成１０年４月 同行営業開発部（投資銀行部） 

       ベンチャーキャピタル業務担当 

平成１１年８月 東京中小企業投資育成㈱入社 

       同社営業推進部みて投資先開拓業

務を担当 

平成１３年１月 同社創業期投資支援室兼務 

平成１６年４月 同社創業期投資支援室 

   

 

  － 

(注) 1. 各取締役候補者と当社との間には、いずれも特別の利害関係はありません。 
2. ※印は新任の取締役候補者であります。 
3. 取締役候補者溝邉乃利雄氏は、社外取締役候補者であります。 
4. 取締役候補者の選任理由及び取締役との責任限定契約について 



 

(1)溝邉乃利雄氏は、現在、当社の筆頭株主であり、複数の会社経営の中で培った経験を活かして、当社の経営全般に助言

いただくことにより経営体制の強化が図れると判断し、社外取締役として選任をお願いするものであります。 
(2)守田俊彦氏は、当社の業務提携先である日本エーエム㈱の代表取締役であり、同氏がこれまで培ってきたビジネス経験

を活かして、当社の営業力強化による企業価値の向上を推進する観点から、取締役として選任をお願いするものでありま

す。 
(3)北山智康氏は、同氏のこれまで培った経験を活かして当社の重要な課題である資金調達面及び管理体制面を強化し、経

営基盤を磐石なものとするため、取締役として選任をお願いするものであります。 
(4)当社は、社外取締役として有用な人材を迎えることができるよう、社外取締役との間で、当社への損害賠償責任を一定

範囲に限定する契約を締結できる旨を定款に定めており、社外取締役候補者溝邉乃利雄氏は、当社との間で当該責任限定

契約を締結する予定であります。 
その契約内容の概要は次のとおりであります。 
・ 社外取締役が任務を怠ったことによって当社に損害賠償責任を負う場合は、会社法第 427 条第１項及び第 425 条第１項

に規定する最低責任限度額を限度としてその責任を負う。 
・ 上記の責任限定が認められるのは、当該社外取締役が職務を行うにつき善意でかつ重大な過失がないときに限るものと

する。 

 

 

 

以 上 

 


